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๯಄、おஏͣかしい࿩から࢝めさͤていただきます。ࢲはࡏݱで͜そଞ人༷に対してʮࢲ

はʰ中小企業研究ʱをやっていますʯとਃし上͛ていますが、ʮなͥ中小企業を研究したいと

ったのですかʁʯとฉかれると言༿に٧まります。࣮はֶੜ࣌代にはそれ΄ど中小企業に関ࢥ

心が͋ったΘけでは͋りまͤΜでした。けれども、大ֶ3年ੜになって、ԑ͋ってೖれていた

だいたࠤ౻๕༤ઌੜ（ܚጯٛक़大ֶ໊༪ڭत、日本中小企業ֶ会第6期会௕）のθミでֶ෦ɾ

大ֶӃを通じてごࢦಋをいただくなかで、さま͟まな調査活ಈに参加さͤていただく機会を

ಘました。中小企業経営ऀやそ͜でಇくै業員のํʑと対࿩をॏͶるうちに、ࢲのキϟリΞは

大きくํͮ޲けられていったΑうにࢥいます。ݱ場で人ʑがいきいきとࣗ分のࣄ࢓についてޠ

る࢟、中小企業を支援するཱ場の人ʑのਅ᎜なまな͟しʕʕそのͻとつͻとつが、ࢲの研究

のݪ点となりました。ࢥいฦͤ͹、人ʑとの対࿩͜そが、ࢲにとってのʮ中小企業研究ʯのग़

発点でした。

ʮ調査なくして発言ݖなしʯという言༿が、ੲಡΜだ中小企業論のテキストに͋りました（も

ともとはʰໟ୔東ޠ࿥ʱに͋る言༿のΑうです）。ݱ場に足をӡͿと、まさに数஋だけではޠ

れないผの࢟がݟえてきます。高齢ऀやঁ性のब業のडけࡼとなり、֎国人やোऀ֐をؚΉ

多༷な人ʑにಇく機会を提供している͜と。஍Ҭ社会のҡ࣋や文化のܧঝに大きな໾ׂをՌ

たしている͜と。͋ るいは、ै 業員にとってʮډ心஍のΑいʯ場として௕くۈめられる場所になっ

ている͜と。そうした質的なଆ໘͜そ、中小企業を研究するҙຯをরらしग़しています。数ࣈ

のഎޙに͋るʮ人の営Έʯを۷り͜ىし、社会のްΈをͤݟる͜とが、͜の分໺の研究ऀに

課ͤられた໋࢖だとײじます。

近年、社会のม化はҰஈと଎くなっています。ੜ成A*のٸ଎なී及、サプライチェーンの

で͋ࡏ不足。͜うした೾の中で、中小企業は最も影響をडけやすいଘࡐগと人ݮฤ、人口࠶

るҰํ、ม化にॊೈに対応し、新しいՁ஋をੜΈग़すՄ能性をൿめています。఻౷࢈業の࢈

஍スΫーϧにएऀやঁ性がूまり、৬人として஍ҬにࠜをԼΖすಈき。A*やࣗಈ化ٕज़をऔ

りೖれ、小規模ながらも新しいੜ࢈のかたちを模ࡧするࢼΈ。そうした小さな࣮ફのੵΈॏ
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Ͷが、社会を੩かにಈかしている。中小企業研究ऀのࣄ࢓は、そうしたʮ小さなม化のஹしʯ

をݟಀさͣ、ه࿥し、社会に఻える͜とだとࢥいます。

中小企業研究は、かつては経済ֶや経営ֶの応用分໺としての࿮૊Έでޠられる͜とが多

かったとࢥいます。しかし近年では、஍Ҭ社会の࠶ੜ、μイバーシティ経営、サーキュラーΤ

ίϊミーなど、Αり޿い社会的課題と݁びついてさま͟まなֶ問ྖҬからの研究がਐめられて

います。社会ֶやྺֶ࢙、心ཧֶなどଞྖҬとのֶࡍ研究も૿えてきました。経済の成௕や

そのաఔでのさま͟まなໃ६を論じるだけでなく、ʮ人がどうಇき、どうੜきるかʯを問うֶ

問΁と࢟をมえつつ͋ります。͜うしたֶࡍ的な޿がり͜そが、中小企業研究の新しいՄ能

性を੾り։いているΑうにࢥいます。

もっとも、そのʮ࣮ࣄを୮೦にすくい͋͛るʯ営Έを支える研究ج൫ࣗମが、いま大きな

స׵期をܴえています。গࢠ化や人口ݮগのなかで、多くの大ֶがݫしい経営ڥ؀にஔかれ、

ҭと研究のཱ྆は༰қではなく、ֶ຿やֶڭ。たち研究ऀのಇく場も例֎では͋りまͤΜࢲ

ੜ支援のෛ୲が૿えるҰํで、じっくり調査にग़かけたり、ֶ会でٞ論を深めたりする࣌ؒを

֬อする͜とが難しくなっています。中小企業研究ऀの多くは、そうしたڥ؀の中で、それで

もݱ場に足をӡび、社会のม化をࣗ分の目で֬かめΑうと努力をଓけています。研究を通し

て社会をཧղし、ະདྷをඳ͜うとする大ֶ人の営Έもまた、いまଘଓのਖ਼೦場に͋ると言える

でしょう。

大ֶでֶੜたちと઀していると、企業経営Αりも人や஍Ҭに焦点を当てたテーϚに関心を

࣋つֶੜが૿えている͜とをײじます。൴らにとって中小企業は、数ࣈのੈ界ではなくʮ人

がݟえる経済ʯをֶͿೖ口なのかもしれまͤΜ。त業やθミで企業๚問を行うと、経営ऀの

言༿や工場のۭؾから多くをֶび、ࣗらのকདྷを考え࢝めるֶੜもいます。中小企業研究は、

एいੈ代が社会とࣗ分をつな͙ʮֶびの橋ʯでも͋るのです。

研究とは、σーλやཧ論をѻうྫྷ੩な営Έで͋るとಉ࣌に、社会΁の共ײの表ݱでも͋り

ます。ࠔ難の中でもલを޲いてาΉ中小企業経営ऀの࢟から、ࢲたちは社会のしなやかさと

をஸ࣮ࣄ。す行ҝなのかもしれまͤΜ࢒を言༿にしてײ๬をֶびます。研究とは、その共ر

ೡにすくい͋͛、その中に͋るՄ能性をݟग़す͜と。それ͜そが中小企業研究の֩心で͋り、

その౮をઈやさない͜とが、ࢲたち研究ऀの੹೚だとࢥいます。

͜のたびࢲは、日本中小企業ֶ会の第16期会௕をഈ໋する͜とになりました。ֶ会会௕と

してのࣗࢲ਎にとっての関心は、やはり研究のҙٛをいかに࣍のੈ代΁఻えていくかに͋りま

す。ֶ会という場を通じて、多༷な研究ऀが࣮ࣄを࣋ちدり、ٞ論し、社会にؐݩしていく。

その࿈ଓ性͜そが、ֶ問を支える力になります。h 商工ۚ༥ʱのಡऀのօさまにも、ͥͻとも

͜の஌の営Έを支えるҰ員として、中小企業のະདྷをともに考えていただけれ͹޾いです。


